
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

６月中に、岐阜県より 

「話そう！語ろう！わが 

家の約束」運動を広げる 

リーフレットが配付され 

ました。 

  公立幼稚園・幼児園・ 

こども園の保護者の皆様、 

小学校１・４年生の保護 

者の皆様には、園・学校 

を通じてお届けしました。 

市役所窓口、児童館、 

公民館、公立図書館でも 

手に取ることができます。 

 家庭は、子どもの心と 

体を育む原点です。家庭 

における毎日の温かな関 

わりの中で、子どもの心 

が安定し、心のコップが 

満たされます。 

家族で話し合った「約 

束」をきっかけにして、 

家庭内の温かいコミュニ 

ケーションが深まります。 

 リーフレットには、実 

践カードも付いています。 

是非、約束運動に取り組 

んでみませんか？ 
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日 時 令和元年５月３１日（金）１９：００～２１：００ 

         場 所 中津川市福岡公民館 

         参加者 福岡中・田瀬小・下野小・福岡小・高山小の保護者と学校職員 

         講 師 原田 紗千子 氏（福音館書店社外講師） 

福岡中学校区５校が合同で取り組む家庭教育学級 

 中津川市福岡中学校区では、５小中学校合同の家庭教育学級がスタートして今年で３年目を迎えました。 

５校の保護者が参加しやすいように、公民館を会場として開催しています。今年度第１回の家庭教育学級

は、福音館書店社外講師 原田 氏を講師にお招きし、本を通して子育てについて学びました。 

講話の内容     テーマ「人生の友になる本を」 

～メディア溢れるこの時代に物語が育てる「生きる力」～ 

・メディア時代における読書の大切さ 生きる力を身に付けるために 

・文庫での出会い  

「モモ」人間というものは一人一人が自分の時間を持っている。 

「星の王子さま」心で見なくちゃ。肝心なことは目で見えないんだよ。 

・読み聞かせをしっかりしてもらった子は、本が読めるようになる。 

・読書というのは、「私」を探している本に出会うこと ～長田弘の言葉～ 

   

 

 

 

 

 

取組期間 令和元年５月１４日（火）～２４日（金）   対 象 者 全園児親子 

お家で絵本の読み聞かせキャンペーンに取り組む在宅取組型家庭教育学級 

 神坂幼稚園では、毎年、５月と１０月に「絵本マラソン」に取り組んでいます。図書館司書の先生に年

齢に合わせたおすすめの絵本を選んでいただき、毎日絵本を借りて帰り、お家で読み聞かせをしてもらい

ます。また、６月と１０月は、お家の方が園へ来て、全園児に絵本の読み聞かせをしてくださいます。お

家でも園でもたくさん読み聞かせをしてもらう神坂幼稚園の子ども達は、絵本が大好きです。 
内 容 

➀期間中、毎日絵本を借りて帰ります。 

➁絵本を読んだら表紙の自分の名前のところに 

印を押します。 

➂取組用紙の日付の下に読んだ絵本の題名を書 

きます。 

➃期間が終わったら、感想を書いて提出します。 

 

原田氏の講話「人生の友になる本を」 

家庭教育学級の紹介 

【このよさを学びたい！】 

・テーマが「本」だったことで、「家に帰って子どもと読みたい」等と家庭での取組につながる講話になったこと。 

・５校で役割分担しながら、合同家庭教育学級を毎年継続して開催してきたことで、保護者に周知され、参加者が

意欲的に話し合うことができたこと。 

2/2 

おすすめの絵本クラス別リスト 

「えほんマラソン」取組用紙 

【このよさを学びたい！】 
・絵本マラソンの４つのよさが保
護者に伝わっていること。 

・どの家庭でも温かいふれあいが
生まれること。 

 

【保護者の感想から】 

・お話を覚えて、人形に向かって読み聞かせ

をしていて、かわいかったです。 

・お父さんにも読んでもらえる日があってよ

かったです。 

・寝る前の楽しい読み聞かせの時間となりま

した。 


